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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データファイルから、該データファイルの特徴を表す画像イメージと、該データファイ
ルの属性に応じて予め定められた条件に適合するページの画像イメージと、を取得する画
像情報取得手段と、
　前記画像イメージに含まれる文字列の位置を示すマッピングデータを生成し、前記デー
タファイルの特徴を表す画像イメージと、前記条件に適合するページの画像イメージと、
前記マッピングデータと、を結合して前記データファイルのシンボルを生成するシンボル
生成手段と、
　前記シンボルを記憶する記憶手段と、
　記憶されている前記シンボルに含まれる前記画像イメージを表示する表示手段と、
　前記表示手段に表示されている前記画像イメージに対する操作を受け付ける受付手段と
、
　前記操作に応じて前記画像イメージの表示を制御するとともに、文字列の指定がなされ
た場合に、前記シンボルに含まれる前記マッピングデータに基づいて、前記画像イメージ
に含まれる前記文字列を強調表示する表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれる複数の前記画像イメ
ージをめくるように表示させること、
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　を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、さらに、データファイルの属性と、該属性に応じた前記条件とを関連
付けた情報を記憶し、
　前記シンボル生成手段は、前記シンボルを生成するデータファイルの属性に基づいて、
該データファイルから前記条件に適合するページを特定し、特定したページの画像イメー
ジを含む前記シンボルを生成すること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記受付手段は、キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段を含み、
　前記表示制御手段は、前記キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段による前記操
作に応じて、前記画像イメージの表示を制御すること、
　を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記操作に応じて、前記画像イメージを拡大または縮小させて表
示させること、
　を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記シンボルに含まれる、前記データファイルの特徴を表す画像
イメージを前記表示手段に表示させた後、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれる、
前記条件に適合するページの複数の前記画像イメージを、前記表示手段に順次表示させる
こと、
　を特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記受付手段は、前記データファイルをオープンさせる前記操作を受け付け、
　前記記憶手段は、前記データファイルを構成するページと前記シンボルに含まれる前記
画像イメージとを関連付けて記憶し、
　前記表示制御手段は、前記データファイルをオープンさせる前記操作を前記受付手段が
受け付けた際に前記表示手段に表示させていた前記画像イメージに対応する前記データフ
ァイルのページを前記表示手段に表示させること、
　を特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　情報処理装置において実行されるシンボル表示方法であって、
　前記情報処理装置の画像情報取得手段が、データファイルから、該データファイルの特
徴を表す画像イメージと、該データファイルの属性に応じて予め定められた条件に適合す
るページの画像イメージと、を取得する画像情報取得工程と、
　前記情報処理装置のシンボル生成手段が、前記画像イメージに含まれる文字列の位置を
示すマッピングデータを生成し、前記データファイルの特徴を表す画像イメージと、前記
条件に適合するページの画像イメージと、前記マッピングデータと、を結合して前記デー
タファイルのシンボルを生成するシンボル生成工程と、
　前記情報処理装置の記憶手段が、前記シンボルを記憶する記憶工程と、
　前記情報処理装置の表示手段が、記憶されている前記シンボルに含まれる前記画像イメ
ージを表示する表示工程と、
　前記情報処理装置の受付手段が、前記表示手段に表示されている前記画像イメージに対
する操作を受け付ける受付工程と、
　前記情報処理装置の表示制御手段が、前記操作に応じて前記画像イメージの表示を制御
するとともに、文字列の指定がなされた場合に、前記シンボルに含まれる前記マッピング
データに基づいて、前記画像イメージに含まれる前記文字列を強調表示する表示制御工程
と、
　を含むことを特徴とするシンボル表示方法。
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【請求項９】
　請求項８に記載されたシンボル表示方法をコンピュータに実行させることを特徴とする
シンボル表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シンボルを表示する情報処理装置、シンボル表示方法、シンボル表示プログ
ラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＰＣ（Personal　Computer）等の情報処理装置においては、その情報処理装置に
搭載された種々のアプリケーションによって作成された文書データや画像データを開く等
の操作をするために、ＯＳ（Operating　System）上に、その文書データや画像データを
小さな絵や記号等で表現したアイコンが作成され、ユーザはキーボードやマウス等のデバ
イスを用いてそのアイコンに対してファイルオープン等の指示の入力やクリックを行う。
【０００３】
　また、このような文書データや画像データを示すアイコンは、これらのデータがどのよ
うなアプリケーションで作成されたか、あるいはどのような名前で作成されたか、そのデ
ータの最初のページの内容、あるいはこれらのデータの特徴を示す画像等を示すことが通
例である。
【０００４】
　例えば、特許文献１では、文書編集装置において、操作表示部に表示されるポインティ
ングデバイスを介したドロー操作によって、編集した文書の内容をアイコンにグラフィカ
ルに表示させることができるとする。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１５０８５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の技術によってアイコンで表示できる内容は、ユーザが選択
した文書の内容（文字列や画像等）を固定的にアイコンとして表示できるに過ぎず、ユー
ザがアイコンに表示された文書の内容以外の内容を確認したい場合には、そのアイコンを
クリック操作する等してアクセスしてその文書を開いた上で、さらに所望の位置までペー
ジ送りしたり、キーワード検索する等の操作が必要であった。このため、文書の内容を確
認するまでの操作が煩雑でありユーザに負担を強いると共に、その内容を確認するまでに
時間がかかってしまうという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、ユーザが所望の文書にアクセスしなく
とも容易かつ迅速に内容が確認できるシンボルを表示できる情報処理装置、シンボル表示
方法、シンボル表示プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、データファ
イルから、該データファイルの特徴を表す画像イメージと、該データファイルの属性に応
じて予め定められた条件に適合するページの画像イメージと、を取得する画像情報取得手
段と、前記画像イメージに含まれる文字列の位置を示すマッピングデータを生成し、前記
データファイルの特徴を表す画像イメージと、前記条件に適合するページの画像イメージ
と、前記マッピングデータと、を結合して前記データファイルのシンボルを生成するシン
ボル生成手段と、前記シンボルを記憶する記憶手段と、記憶されている前記シンボルに含
まれる前記画像イメージを表示する表示手段と、前記表示手段に表示されている前記画像
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イメージに対する操作を受け付ける受付手段と、前記操作に応じて前記画像イメージの表
示を制御するとともに、文字列の指定がなされた場合に、前記シンボルに含まれる前記マ
ッピングデータに基づいて、前記画像イメージに含まれる前記文字列を強調表示する表示
制御手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記表示制御手段は
、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれる複数の前記画像イメージをめくるように表
示させること、を特徴とする。
【００１０】
　また、請求項３にかかる発明は、請求項１または２にかかる発明において、前記記憶手
段は、さらに、データファイルの属性と、該属性に応じた前記条件とを関連付けた情報を
記憶し、前記生成手段は、前記シンボルを生成するデータファイルの属性に基づいて、該
データファイルから前記条件に適合するページを特定し、特定したページの画像イメージ
を含む前記シンボルを生成すること、を特徴とする。
【００１１】
　また、請求項４にかかる発明は、請求項１～３のいずれか１項にかかる発明において、
前記受付手段は、キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段を含み、前記表示制御手
段は、前記キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段による前記操作に応じて、前記
画像イメージの表示を制御すること、を特徴とする。
【００１２】
　また、請求項５にかかる発明は、請求項１～４のいずれか１項にかかる発明において、
前記表示制御手段は、前記操作に応じて、前記画像イメージを拡大または縮小させて表示
させること、を特徴とする。
【００１３】
　また、請求項６にかかる発明は、請求項１～５のいずれか１項にかかる発明において、
前記表示制御手段は、前記シンボルに含まれる、前記データファイルの特徴を表す画像イ
メージを前記表示手段に表示させた後、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれる、前
記条件に適合するページの複数の前記画像イメージを、前記表示手段に順次表示させるこ
と、を特徴とする。
【００１８】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項１～６のいずれか１項にかかる発明において、
前記受付手段は、前記データファイルをオープンさせる前記操作を受け付け、前記記憶手
段は、前記データファイルを構成するページと前記シンボルに含まれる前記画像イメージ
とを関連付けて記憶し、前記表示制御手段は、前記データファイルをオープンさせる前記
操作を前記受付手段が受け付けた際に前記表示手段に表示させていた前記画像イメージに
対応する前記データファイルのページを前記表示手段に表示させること、を特徴とする。
【００２１】
　また、請求項８にかかる発明は、情報処理装置において実行されるシンボル表示方法で
あって、前記情報処理装置の画像情報取得手段が、データファイルから、該データファイ
ルの特徴を表す画像イメージと、該データファイルの属性に応じて予め定められた条件に
適合するページの画像イメージと、を取得する画像情報取得工程と、前記情報処理装置の
シンボル生成手段が、前記画像イメージに含まれる文字列の位置を示すマッピングデータ
を生成し、前記データファイルの特徴を表す画像イメージと、前記条件に適合するページ
の画像イメージと、前記マッピングデータと、を結合して前記データファイルのシンボル
を生成するシンボル生成工程と、前記情報処理装置の記憶手段が、前記シンボルを記憶す
る記憶工程と、前記情報処理装置の表示手段が、記憶されている前記シンボルに含まれる
前記画像イメージを表示する表示工程と、前記情報処理装置の受付手段が、前記表示手段
に表示されている前記画像イメージに対する操作を受け付ける受付工程と、前記情報処理
装置の表示制御手段が、前記操作に応じて前記画像イメージの表示を制御するとともに、
文字列の指定がなされた場合に、前記シンボルに含まれる前記マッピングデータに基づい
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て、前記画像イメージに含まれる前記文字列を強調表示する表示制御工程と、を含むこと
を特徴とする。
【００２２】
　また、請求項９にかかる発明は、請求項８にかかる発明をコンピュータで実行させるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１にかかる発明によれば、画像情報取得手段が、データファイルから、該データ
ファイルの特徴を表す画像イメージと、該データファイルの属性に応じて予め定められた
条件に適合するページの画像イメージと、を取得し、シンボル生成手段が、前記画像イメ
ージに含まれる文字列の位置を示すマッピングデータを生成し、前記データファイルの特
徴を表す画像イメージと、前記条件に適合するページの画像イメージと、前記マッピング
データと、を結合して前記データファイルのシンボルを生成し、記憶手段が、前記シンボ
ルを記憶し、表示手段が、記憶されている前記シンボルに含まれる前記画像イメージを表
示し、受付手段が、前記表示手段に表示されている前記画像イメージに対する操作を受け
付け、表示制御手段が、前記操作に応じて前記画像イメージの表示を制御するとともに、
文字列の指定がなされた場合に、前記シンボルに含まれる前記マッピングデータに基づい
て、前記画像イメージに含まれる前記文字列を強調表示するので、ユーザは所望のデータ
ファイルに対してアクセスすることなく容易かつ迅速にそのデータファイルの内容が確認
できるとともに、ユーザがデータファイルに含まれるページのうち、シンボルに含ませる
画像イメージのページをわざわざ指定しなくとも、データファイルの属性に対応する適切
なページの画像イメージを含むシンボルを生成して、そのシンボルに含まれる画像イメー
ジを表示し、しかも文字列を指定すれば画像イメージに含まれる文字列を強調表示するの
で、ユーザは、対応するデータファイルの内容を容易かつ迅速に確認できるという効果を
奏する。
【００２４】
　また、請求項２にかかる発明によれば、請求項１にかかる発明において、前記表示制御
手段は、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれる複数の前記画像イメージをめくるよ
うに表示させるので、ユーザは所望のデータファイルに対してアクセスすることなくより
容易かつ迅速にそのデータファイルの内容が確認できるという効果を奏する。
【００２５】
　また、請求項３にかかる発明によれば、請求項１または２にかかる発明において、前記
記憶手段は、さらに、データファイルの属性と、該属性に応じた前記条件とを関連付けた
情報を記憶し、前記シンボル生成手段が、前記シンボルを生成するデータファイルの属性
に基づいて、該データファイルから前記条件に適合するページを特定し、特定したページ
の画像イメージを含む前記シンボルを生成するので、ユーザは自ら生成したデータファイ
ルに対しても、そのデータファイルにアクセスすることなく容易かつ迅速にその内容が確
認できるという効果を奏する。
【００２６】
　また、請求項４にかかる発明によれば、請求項１～３のいずれか１項にかかる発明にお
いて、前記受付手段は、キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段を含み、前記表示
制御手段は、前記キー操作入力手段またはポインタ操作入力手段による前記操作に応じて
、前記画像イメージの表示を制御するので、ユーザは簡単な操作によって所望のデータフ
ァイルに対してアクセスすることなく迅速にそのデータファイルの内容が確認できるとい
う効果を奏する。
【００２７】
　また、請求項５にかかる発明によれば、請求項１～４のいずれか１項にかかる発明にお
いて、前記表示制御手段は、前記操作に応じて、前記画像イメージを拡大または縮小させ
て表示させるので、ユーザは簡単な操作によって所望のデータファイルに対してアクセス
することなくそのデータファイルの内容を容易に確認できるという効果を奏する。
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【００２８】
　また、請求項６にかかる発明によれば、請求項１～５のいずれか１項にかかる発明にお
いて、前記表示制御手段は、前記シンボルに含まれる、前記データファイルの特徴を表す
画像イメージを前記表示手段に表示させた後、前記操作に応じて、前記シンボルに含まれ
る、前記条件に適合するページの複数の前記画像イメージを、前記表示手段に順次表示さ
せるので、データファイルの全てのページの画像イメージが生成されていない場合であっ
てもユーザはそのデータファイルのシンボルを確認できるという効果を奏する。
【００３３】
　また、請求項７にかかる発明によれば、請求項１～６のいずれか１項にかかる発明にお
いて、前記受付手段は、前記データファイルをオープンさせる前記操作を受け付け、前記
記憶手段は、前記データファイルを構成するページと前記シンボルに含まれる前記画像イ
メージとを関連付けて記憶し、前記表示制御手段は、前記データファイルをオープンさせ
る前記操作を前記受付手段が受け付けた際に前記表示手段に表示させていた前記画像イメ
ージに対応する前記データファイルのページを前記表示手段に表示させるので、ユーザは
シンボルによってデータファイルの内容を確認した後に速やかにデータファイルの中でユ
ーザ所望の箇所にアクセスすることができるという効果を奏する。
【００３６】
　また、請求項８にかかる発明によれば、情報処理装置において実行されるシンボル表示
方法であって、前記情報処理装置の画像情報取得手段が、データファイルから、該データ
ファイルの特徴を表す画像イメージと、該データファイルの属性に応じて予め定められた
条件に適合するページの画像イメージと、を取得する画像情報取得工程と、前記情報処理
装置のシンボル生成手段が、前記画像イメージに含まれる文字列の位置を示すマッピング
データを生成し、前記データファイルの特徴を表す画像イメージと、前記条件に適合する
ページの画像イメージと、前記マッピングデータと、を結合して前記データファイルのシ
ンボルを生成するシンボル生成工程と、前記情報処理装置の記憶手段が、前記シンボルを
記憶する記憶工程と、前記情報処理装置の表示手段が、記憶されている前記シンボルに含
まれる前記画像イメージを表示する表示工程と、前記情報処理装置の受付手段が、前記表
示手段に表示されている前記画像イメージに対する操作を受け付ける受付工程と、前記情
報処理装置の表示制御手段が、前記操作に応じて前記画像イメージの表示を制御するとと
もに、文字列の指定がなされた場合に、前記シンボルに含まれる前記マッピングデータに
基づいて、前記画像イメージに含まれる前記文字列を強調表示する表示制御工程と、を含
むので、ユーザは所望のデータファイルに対してアクセスすることなく容易かつ迅速にそ
のデータファイルの内容が確認できるとともに、ユーザがデータファイルに含まれるペー
ジのうち、シンボルに含ませる画像イメージのページをわざわざ指定しなくとも、データ
ファイルの属性に対応する適切なページの画像イメージを含むシンボルを生成して、その
シンボルに含まれる画像イメージを表示し、しかも文字列を指定すれば画像イメージに含
まれる文字列を強調表示するので、ユーザは、対応するデータファイルの内容を容易かつ
迅速に確認できるという効果を奏する。
【００３７】
　また、請求項９にかかる発明によれば、請求項８にかかる発明をコンピュータで実行さ
せるプログラムを提供できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる情報処理装置、シンボル表示方法、シン
ボル表示プログラムの最良な実施の形態を詳細に説明する。
【００３９】
（第１の実施の形態）
　図１は、第１の実施の形態にかかる情報処理システム１０００の概念図である。本図に
示すように、情報処理システム１０００は、クライアント端末装置１００と、サーバ装置
２００と、ネットワーク５００と、を含んで構成される。
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【００４０】
　クライアント端末装置１００は、受付部１１０と、記憶部１２０と、表示部１３０と、
表示制御部１４０と、通信部１５０と、ＲＯＭ１６０と、ＲＡＭ１７０と、を含んで構成
される。また、サーバ装置２００は、記憶部２１０と、画像情報取得部２２０と、シンボ
ル生成部２３０と、通信部２４０と、ＲＯＭ２５０と、ＲＡＭ２６０と、を含んで構成さ
れる。
【００４１】
　受付部１１０は、キーボード、マウス、タッチパネル等の入力装置から構成され、後述
するように、記憶部１２０に記憶された文書ファイルや画像データ等のデータファイルの
うちアイコンを生成する対象となるデータ（以降、データファイルと呼ぶ。）のファイル
名やそのデータファイルの中のどの箇所（ページ、タイトル、段落番号、コラム、はめ込
み画像等）をアイコンとして表示させるか等ユーザによって指定された情報の入力を受け
付ける。尚、データファイルの具体的な例としては、文書を構成する文字や図表、音声、
動画、その他のデータを一つ又は複数を含んだＨＴＭＬデータ、ＸＭＬデータ、ワードプ
ロセッサで作成されたドキュメントデータ、ＰＤＦ（Portable　Document　Format）ファ
イル、Open　Document　Formatで作成されたデータ等やメールが含まれる。さらには、マ
ルチメディアオブジェクトや、Ｆｌａｓｈオブジェクトなども含めるものとする。
【００４２】
　図２は、受付部１１０からファイル名とアイコン作成対象とする箇所として入力される
情報としてページを用いた場合の例である。ユーザがこれらの情報を入力し実行ボタンを
押下すると、後述するように、サーバ装置２００の画像情報取得部２１０、シンボル生成
部２２０はこれらの情報に基づいてアイコンを生成する。尚、受付部１１０によってペー
ジの入力が受け付けられない場合には、初期値としてデータファイルの全てのページにつ
いてアイコンが生成されるか、後述するようにサーバ装置２００の記憶部２３０に記憶さ
れたデータファイルの属性とデータファイルの中のアイコンを作成する対象となる箇所を
関連付けて記憶したテーブルを参照してアイコンを作成する。
【００４３】
　また、受付部１１０は、後述するようにサーバ装置２００で生成されて記憶部１２０に
記憶されたアイコンに含まれる文字列を検索するキーワードや、データファイルの中から
、アイコンに表示されている画像イメージと同じページをオープンする指示（例えば、マ
ウスのダブルクリック操作）等の入力を受け付ける。
【００４４】
　記憶部１２０は、図３に示すように、アイコンを作成する対象となる文書ファイルや画
像データ等のデータファイルのほか、後述するシンボル生成部２２０が生成し通信部１５
０を介して受信したデータファイルのアイコンや、データファイルを生成するためのアプ
リケーション（例えば、Microsoft　Word（R）等）を記憶するＨＤＤ（ハードディスクド
ライブ装置）やメモリなどの記憶媒体である。
【００４５】
　表示部１３０は、液晶ディスプレイ等の表示装置から構成され、図２に示すように、受
付部１１０が入力を受け付けるための画面、後述する各処理で生成されたアイコンや、ア
プリケーションによって生成されたデータファイルの内容等を表示する。
【００４６】
　表示制御部１５０は、受付部１１０の動作に応じて、後述するサーバ装置２００の画像
情報取得部２１０、シンボル生成部２２０が生成して通信部１５０が受信したアイコンの
表示動作を制御する。具体的には、図３に示すように、生成されたアイコンＰ上にマウス
ポインタを重ねた場合に、アイコンを拡大して表示するように制御したり、あるいは図４
に示すように、生成されたアイコンＰ上にマウスポインタを左右に移動させる（マウスオ
ーバさせる）と、その動作に対応してアイコンに表示されたページが左右にめくられるよ
うに、そのページの動作を制御する。さらに、表示制御部１５０は、アイコンに表示され
たページをクリック等すると、アイコンのその箇所のページが拡大（または縮小）するよ
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うにアイコンの動作を制御する。
【００４７】
　さらに、表示制御部１５０は、アイコンに含まれる画像イメージ上で受付部１１０がマ
ウスのダブルクリック操作等データファイルのオープン指示の入力を受け付けると、アイ
コンに表示されている画像イメージのページ数を参照した後、アプリケーションを起動し
てデータファイルをオープンし、参照したページと同じデータファイルのページを表示装
置１３０に表示するようにアイコンやデータファイルの動作を制御する。
【００４８】
　具体的には、例えば、図４に示すように「○○○．ｄｏｃ」というデータファイルのア
イコンが生成され、マウス等の受付部１１０によって画像イメージ上をマウスオーバされ
ると画像イメージが左右にめくられるように画像イメージの表示動作を制御する。また、
そのアイコンの「ｎ－１ページ目」の画像イメージ上で、ユーザがマウス等の受付部１１
０をダブルクリック等すると、表示制御部１５０は、その画像イメージに表示されたペー
ジ数を読み取り、記憶部１２０に記憶されたアプリケーションを起動して「○○○．ｄｏ
ｃ」をオープンし、アイコンに表示されているページと同じ「ｎ－１ページ」目を表示部
１３０に表示する。
【００４９】
　図５（ａ）～（ｄ）は、表示制御部１５０がアイコンの動作を制御する様子をより具体
的に示した図である。図５（ａ）は、サーバ装置２００によってアイコンが生成されクラ
イアント端末装置１００が後述する通信部１５０を介して受信したときの様子を示す図で
ある。図５（ａ）では、データファイルとしてMicrosoft　Word（R）の文書ファイルのア
イコンを生成して表示部１４０に表示した場合の例を示しており、アイコンとして表示さ
れる画像は、後述するように、データファイルの属性、そのデータファイルの中のアイコ
ンの作成対象となる箇所に関連付けられて記憶部２１０に記憶されたデータファイルの特
徴を示す画像である。
【００５０】
　ここで、データファイルの属性とは、データファイルを作成したアプリケーションの種
類、データファイルが静止画か動画であるかの種別のほか、データファイルを作成した年
月日や日時、データファイルのファイル名やその一部、データファイルの表紙等のトップ
画像等のデータファイルの中身を表す一画像を含むものである。すなわち、アイコンは、
このデータファイルの特徴を示す画像（以下、属性画像イメージと呼ぶ。）、およびデー
タファイルのページの内容を変換して生成された画像イメージから構成されている。
【００５１】
　尚、以降の説明においては、アイコンの属性画像イメージはあらかじめ後述する記憶部
２１０に記憶された内容に従って生成する場合について説明しているが、例えば、属性画
像イメージとして、ユーザが受け付け部１１０において指定したデータファイルの最初の
１ページや、後述する図６（ａ）、図６（ｂ）で示すようなサーバ装置２００の記憶部２
３０に記憶される作成対象となるページ（例えば、表紙や目次等）を変換して生成された
画像イメージを用いてもよい。
【００５２】
　図５に戻り、図５（ｂ）は、図５（ａ）に示すアイコンの属性画像イメージに対して、
ユーザがそのアイコン上にマウスポインタを重ねたときの様子を示した図である。図示す
るように、表示制御部１５０は、マウスポインタがアイコンの属性画像イメージをクリッ
クされると、そのアイコンの属性画像イメージから、アイコンの中のデータファイルのペ
ージから変換された画像イメージ（すなわち、データファイルの内容を示す画像イメージ
）に切り替えてアイコン上に表示する。
【００５３】
　そして、表示制御部１５０は、図５（ｃ）に示すように、ユーザが受付部１１０によっ
てマウスポインタをアイコン上で左右にマウスオーバさせると、その動作にしたがって表
示されたアイコンの画像イメージの各ページを左右にめくるようにアイコンの表示動作を
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制御する。
【００５４】
　さらに、図５（ｄ）は、ユーザが図５（ｃ）に示すようにマウスポインタを動作させた
後、続いて同じ動作をしたときの様子を示す図である。図示するように、ユーザが続けて
アイコンとして生成された画像イメージ上をマウスオーバすることによって、あたかも本
を開いてみているような感覚でユーザはデータファイルの内容を確認できる。尚、上述し
た図５（ａ）～図５（ｄ）では、アイコンの画像イメージを、マウスポインタの動作に応
じて、その画像イメージのページをめくるように制御しているが、例えば、マウスをクリ
ックすることによってスライド形式に各画像イメージを表示させるように制御する等、デ
ータファイルの内容を画像イメージ毎に確認できるように、画像イメージの表示動作を制
御できるものであればよい。
【００５５】
　また、表示制御部１５０は、受付部１１０が検索用のキーワードの入力を受け付けると
、後述するようにアイコンに組み込まれた文字列の位置情報を示すマッピングデータを検
索し、アイコンの画像イメージに含まれるキーワードと同じ文字列をハイライト等で強調
表示する。
【００５６】
　通信部１５０は、クライアント端末装置１００とサーバ装置２００との通信を媒介する
通信インタフェースであり、受付部１１０が入力を受け付けたファイル名やアイコン作成
対象とする箇所として指定した情報のほか、アイコンを作成する対象となるデータファイ
ルを、後述するネットワーク５００を介してサーバ装置２００に送信する。また、通信部
１５０は、後述するようにサーバ装置２００の画像情報取得部２１０、シンボル生成部２
２０が生成したアイコンを、ネットワーク５００を介して受信する。
【００５７】
　ＲＯＭ１６０は、受付部１１０や、表示制御部１４０等の各部を制御するプログラム等
の格納用メモリである。
【００５８】
　ＲＡＭ１７０は、プログラムやデータの展開用メモリであり、受付手段１１０が入力を
受け付けたファイル名、アイコンを生成する対象となるファイル、あるいは通信部１５０
が受信したサーバ装置２００によって生成されたアイコンを一時的に記憶する。
【００５９】
　記憶部２１０は、図６に示すように、データファイルの属性と、そのデータファイルの
中で、アイコンの作成対象となる箇所（ページ、タイトル、段落、画像有無等）と、その
データファイルから生成したアイコンの属性画像イメージの対象となる箇所とを関連付け
て記憶するＨＤＤ（ハードディスクドライブ装置）やメモリなどの記憶媒体である。
【００６０】
　例えば、図６（ａ）では、データファイルの属性として拡張子（.doc）と、その拡張子
のデータファイルの中でアイコンを作成する対象となる箇所として「表紙」および「コラ
ムを含むページ」と、拡張子が（.doc）のデータファイルの属性画像イメージの対象とな
る箇所として「表紙」とを関連付けて記憶する場合の例である。同様に、データファイル
の拡張子が「.pdf」の場合には、その拡張子のデータファイルの中でアイコンの画像イメ
ージを生成する対象となる箇所として「目次」および「画像を含むページ」を記憶し、さ
らにこれらに関連付けて、そのデータファイルの属性画像イメージの対象となる箇所とし
て「表紙」とを記憶していることを示している。
【００６１】
　尚、コラムや画像を含むか否かは、データファイルのページ上に実際に「コラム欄」等
として記載されていなくともコラムや画像が記載されていることを示す記号や符号等何ら
かの手段によって判別できればよく、ユーザはそのような箇所を含むページをあらかじめ
設定しておくことも可能である。すなわち、アイコンを作成する対象となる箇所は、「コ
ラム欄」等として特徴付けられている記号や符号等を示すものであればよい。
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【００６２】
　また、図６（ｂ）は、データファイルの属性として文書種別（カタログ）と、その文書
種別のデータファイルの中でアイコンの画像イメージを作成する対象となる箇所として「
表紙」および「目次」を記憶し、さらにこれらに関連付けて、そのデータファイルの属性
画像イメージの対象となる箇所として「表紙」とを関連付けて記憶する場合の例である。
さらにこの例と同様に、データファイルの文書種別が（文庫本）の場合には、その文書種
別のデータファイルの中でアイコンの画像イメージを生成する対象となる箇所として「表
紙」および「章を含むページ」を記憶し、さらにこれらに関連付けて、そのデータファイ
ルの属性画像イメージの対象となる箇所として「背表紙」を記憶していることを示してい
る。尚、文書種別については、アイコンを作成する対象となる箇所と同様、ユーザによっ
てあらかじめ設定されるものである。
【００６３】
　画像情報取得部２２０は、後述する通信部２４０がデータファイル、アイコン作成対象
とする箇所として指定する情報（例えば、ページ数）をクライアント端末装置１００から
受信すると、受信したデータファイルをオープンし、記憶部２１０に記憶された属性画像
イメージの対象となる箇所であるページを特定してデータファイルの中からそのページを
読み取って、読み取ったページをアイコンの属性画像イメージに変換する。さらに、画像
情報取得部２２０は、受信したアイコン作成対象とする箇所として指定されたページ数を
参照して、そのページをデータファイルから読み取って、順次画像イメージに変換して後
述するＲＡＭ２６０に記憶する。
【００６４】
　また、画像情報取得部２２０は、ユーザによって指定された情報を受信していない場合
であっても、記憶部２１０に記憶したテーブルと受信したデータファイルの拡張子あるい
はデータファイルの文書種別とを参照して、アイコンを生成する対象としてそのテーブル
に設定されたページ（例えば、表紙、コラムを含むページ等）を画像イメージに変換して
後述するＲＡＭ２６０に記憶する。
【００６５】
　例えば、画像情報取得部２２０は、図７（ａ）に示すように、複数のページ（例えば、
ｎページ）からなるデータファイルのうち、受付部１１０で入力が受け付けられて通信部
２４０が受信したページ（例えば、２ページ、ｎ―１ページ）の文字列やそのページに埋
め込まれた画像のみを読み取って、これらのページを画像イメージに変換してＲＡＭ２６
０に記憶する。さらに、画像情報取得部２２０は、データファイルの拡張子を参照して、
記憶部２１０に記憶した属性画像イメージの対象となる箇所であるページ（例えば、表紙
となるページ）に一致するページをデータファイルの中から読み取って、そのページを属
性画像イメージに変換してＲＡＭ２６０に記憶する。
【００６６】
　また、受付部１１０ではページが指定されない場合には、図７（ｂ）に示すように、デ
ータファイルの属性（例えば、拡張子の「.doc」や文書種別）を参照し、図６（ａ）や図
６（ｂ）に示す記憶部２１０に記憶されたアイコンの作成対象となっているページ（例え
ば、表紙とコラムを含むページ）や属性画像イメージの対象となっているページ（例えば
、表紙となるページ）を特定してデータファイルの中からそのページを読み取って、その
ページを画像イメージや属性画像イメージに変換してＲＡＭ２６０に記憶する。
【００６７】
　尚、画像取得部２２０は、上述した画像イメージを変換する場合には、オンザフライ（
on　the　fly）方式によって受信したデータファイルのページを読み取り、その読み取っ
たページを逐一画像イメージに変換し、後述するシンボル生成部２３０に引き渡す。この
ような方式で画像イメージを取得することによって、記憶部２１０の画像イメージ変換用
のディスク容量の使用を抑えることができる。
【００６８】
　シンボル生成部２３０は、画像情報取得部２２０がデータファイルから取得した属性画
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像イメージがＲＡＭ２６０に生成されているかを確認し、ＲＡＭ２６０に属性画像イメー
ジが生成されている場合には、画像イメージに含まれる文字列から各文字列の位置を示す
マッピングデータを生成する。さらに、シンボル生成部２３０は、生成された属性画像イ
メージ、画像イメージ、マッピングデータを結合してアイコン用の画像に縮小する。
【００６９】
　また、シンボル生成部２３０は、順次縮小して生成したアイコン形式の画像イメージに
、その画像イメージのマッピングデータを組み込み、マッピングデータを付加した画像イ
メージを生成する。このマッピングデータが組み込まれた画像イメージは、前述の画像情
報取得部２２０から画像イメージを順次取得する都度生成される。
【００７０】
　通信部２４０は、サーバ装置２００とクライアント端末装置１００との通信を媒介する
通信インタフェースであり、クライアント端末装置１００の通信部１５０が送信したファ
イル名やアイコン作成対象とする箇所として指定した情報、アイコンを作成する対象とな
るデータファイルを受信する。また、通信部２４０は、上述した画像情報取得部２２０、
シンボル生成部２３０が生成したアイコンを、ネットワーク５００を介してクライアント
端末装置１００に送信する。
【００７１】
　ＲＯＭ２５０は、画像情報取得部２２０、シンボル生成部２３０等の各部を制御するプ
ログラム等の格納用メモリである。
【００７２】
　ＲＡＭ２６０は、プログラムやデータの展開用メモリであり、画像情報取得手段２２０
が変換したデータファイルの画像イメージや属性画像イメージを一時的に記憶する。
【００７３】
　ネットワーク５００は、クライアント端末装置１００の通信部１５０とサーバ装置２０
０の通信部２４０との間の通信を媒介するものであり、インターネット回線、ＬＡＮ（Lo
cal　Area　Network：構内通信網）あるいは、無線ＬＡＮ等のネットワーク回線である。
【００７４】
　次に、上述した情報処理システム１０００で行われる実行処理について説明する。
【００７５】
　図８は、クライアント端末装置１００の受付部１１０からデータファイル（ファイル名
○○○．ｄｏｃ）と、アイコンを生成する対象となるページ（２ページ目、ｎ―１ページ
目）が指定された場合にアイコンが生成される手順を示すフローチャートである。尚、サ
ーバ装置２００の記憶部２１０には、図６（ａ）に示すようにデータファイルの属性とし
て、拡張子と、その拡張子のデータファイルの中でアイコンを作成する対象となる箇所が
関連付けて記憶されているものとする。
【００７６】
　本図に示すように、まず受付部１１０はキーボード等を操作して入力されたアイコンを
作成する対象となるファイル名、ページ数の入力を受け付けると(ステップＳ８０１)、通
信部１５０は記憶部１２０に記憶されたそのファイル名と同じファイル名のデータファイ
ルと、ステップＳ８０１で受け付けられたページ数をサーバ装置２００に送信する（ステ
ップＳ８０２）。
【００７７】
　続いて、サーバ装置２００の通信部２４０が、ステップＳ８０２で送信されたデータフ
ァイル等を受信すると（ステップＳ８０３）、画像情報取得部２２０は、そのデータファ
イルとともにアイコン作成対象となるページが指定されているか否かを確認する(ステッ
プＳ８０４)。
【００７８】
　そして、画像情報取得部２２０は、アイコン作成対象となるページが指定されているこ
とを確認すると（ステップＳ８０４；Ｙｅｓ）、そのページをデータファイルから取得し
て、画像イメージに変換した上でＲＡＭ２６０に記憶する（ステップＳ８０５）。
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【００７９】
　一方、画像情報取得部２２０は、アイコン作成対象となるページが指定されていないと
確認すると（ステップＳ８０４；Ｎｏ）、さらにデータファイルの拡張子を参照し、この
拡張子を含むデータファイルについてアイコンの作成対象となるページが記憶部２１０に
指定されているか否かを確認する（ステップＳ８０６）。
【００８０】
　そして、画像情報取得部２２０は、その拡張子に対応するアイコン作成対象となるペー
ジが指定されていることを確認すると（ステップＳ８０６；Ｙｅｓ）、ステップＳ８０７
で参照した拡張子をキーにして、図６（ａ）に示すテーブルの中からアイコン作成対象と
なるページを特定してデータファイルのそのページを画像イメージに変換してＲＡＭ２６
０に記憶する（ステップＳ８０７）。
【００８１】
　一方、その拡張子に対応するアイコン作成対象となるページが指定されていないことを
確認すると（ステップＳ８０６；Ｎｏ）、画像情報取得部２２０は、ステップＳ８０３で
受信したデータファイルの全ページを画像イメージに変換してＲＡＭ２６０に記憶する（
ステップＳ８０８）。
【００８２】
　尚、上述したステップＳ８０５～Ｓ８０８の各処理はデータファイルのページ毎に処理
が行われる。具体的には、本実施の形態の場合には、ページをして「○○○．ｄｏｃ」の
「２ページ目」「ｎ－１ページ目」が指定されているので、「２ページ目」を画像イメー
ジに変換するとすぐに「ｎ－１ページ目」を画像イメージに変換する。
【００８３】
　その後、画像情報取得部２２０は、ステップＳ８０３で受信したデータファイルの拡張
子に対応付けて記憶部２１０に記憶された属性画像として指定されたページを属性画像イ
メージに変換してＲＡＭ２６０に記憶する（ステップＳ８０９）。
【００８４】
　続いて、シンボル生成部２３０は、ステップＳ８０５～Ｓ８０８で生成した画像イメー
ジに含まれる文字列から各文字列の位置を示すマッピングデータを生成する（ステップＳ
８１０）。さらに、シンボル生成部２３０は、ステップＳ８０５～Ｓ８０８で生成された
画像イメージとステップＳ８０９で生成された属性画像イメージとステップＳ８１０で生
成したマッピングデータを結合して、アイコン形式の画像に縮小して、ＲＡＭ２６０に記
憶する（ステップＳ８１１）。
【００８５】
　ＲＡＭ２６０にアイコン形式の画像が記憶されると、通信部２６０は、クライアント端
末装置１００にそのアイコン形式の画像をネットワーク５００を介して送信する（ステッ
プＳ８１２）。
【００８６】
　クライアント端末装置１００の通信部１５０は、サーバ装置２００から送信されたアイ
コン形式の画像を受信して一旦ＲＡＭ１７０に記憶し（ステップＳ８１３）、そのアイコ
ンをさらに記憶部１２０に記憶する（ステップＳ８１４）。このステップＳ８１４の処理
が終了すると、本実施の形態にかかる全ての処理が終了し、ユーザは受付部１１０から表
示制御手段１４０を介して記憶部１２０に記憶したアイコンのページを順次表示させる等
の操作を行う。このステップＳ８１４の処理が終了すると、第１の実施の形態に係る全て
の処理が終了する。そして、ユーザは受付部１１０からのアイコンに対する操作を表示制
御部１５０を介して行うことによって、アイコンの画像イメージをめくる、あるいは拡大
表示や、そのページに含まれるキーワードを検索したり、データファイルをオープンする
。
【００８７】
（第２の実施の形態）
　上述した第１の実施の形態においては、クライアント端末装置１００からの要求があっ



(13) JP 5262121 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

た場合にユーザ指定した条件にしたがって、サーバ装置２００の画像情報取得部２２０、
シンボル生成部２３０アイコンを生成することとした。しかし、例えば、オンライン書店
等で書籍等を販売する場合には、クライアント側でその書籍のアイコンを生成して、サー
バ側にアップロードした方がユーザにとって利便性が高い場合も存在する。また、インタ
ーネットオークション等に製品等を出品・出展する場合には、その製品等の説明として、
クライアント側で生成した製品説明用のアイコンをサーバ側のサイトにアップロードした
方が、より直接的にその製品の具体的な内容をアピールできる場合も存在する。そこで、
このような場合には、クライアント側でデータファイルの属性画像イメージ、画像イメー
ジ、マッピングデータを生成し、これらを結合したアイコン形式の画像を、サーバ側にア
ップロードする場合について説明する。
【００８８】
　図９は、第２の実施の形態にかかる情報処理システム２０００の構成を示すブロック図
である。第２の実施の形態にかかる情報処理システム２０００は、クライアント端末装置
６００が画像情報取得部９１２、シンボル生成部９１３を備えている点で第１の実施の形
態にかかる情報処理システム１０００と異なっている。以下の説明では、上述した第１の
実施の形態と同一の構成要素には同一の符号を付してその説明を省略している。
【００８９】
　記憶部９１１は、図３に示すアイコンを作成する対象となる文書ファイルや画像データ
等のデータファイル、シンボル生成部９１３が生成したデータファイルのアイコンや、デ
ータファイルを生成するためのアプリケーション（例えば、Microsoft　Word（R）等）、
データファイルの属性と、そのデータファイルの中で、アイコンの作成対象となる箇所（
ページ、タイトル、段落、画像有無等）と、そのデータファイルのアイコンとして生成す
る属性画像イメージの対象となる箇所とを関連付けて記憶するＨＤＤ（ハードディスクド
ライブ装置）やメモリなどの記憶媒体である。これらの具体的な内容については第１の実
施の形態で説明した内容と同一であるため、その説明を省略する。
【００９０】
　画像情報取得部９１２は、受付部１１０がアイコン作成対象とする箇所として指定する
情報（例えば、ページ数）の入力を受け付けると、記憶部９１１に記憶したデータファイ
ルをオープンし、記憶部された属性画像イメージの対象となる箇所であるページを特定し
てデータファイルの中からそのページを読み取って、読み取ったページをアイコンの属性
画像イメージに変換する。さらに、画像情報取得部９１２は、記憶部９１１に記憶された
アイコン作成対象とする箇所として指定されたページ数を参照して、そのページをデータ
ファイルから読み取って、順次画像イメージに変換する等、具体的な処理については第１
の実施の形態で説明した内容と同一であるため、その説明を省略する。
【００９１】
　シンボル生成部９１３は、画像情報取得部９１２がデータファイルから取得した属性画
像イメージがＲＡＭ９１６に生成されているかを確認し、ＲＡＭ９１６に属性画像イメー
ジが生成されている場合には、画像イメージに含まれる文字列から各文字列の位置を示す
マッピングデータを生成する。さらに、シンボル生成部９１３は、生成された属性画像イ
メージ、画像イメージ、マッピングデータを結合してアイコン用の画像に縮小する。画像
情報取得部９１２の場合と同様、具体的な処理については第１の実施の形態で説明した内
容と同一であるため、その説明を省略する。
【００９２】
　通信部９１４は、クライアント端末装置６００とサーバ装置７００との通信を媒介する
通信インタフェースであり、上述した画像情報取得部９１２、シンボル生成部９１３が生
成したアイコン形式の画像を、ネットワーク５００を介してサーバ装置７００に送信する
。
【００９３】
　ＲＯＭ９１５は、受付部１１０や、表示制御部１４０のほか、画像情報取得部９１２、
シンボル生成部９１３等の各部を制御するプログラム等の格納用メモリである。
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【００９４】
　ＲＡＭ９１６は、プログラムやデータの展開用メモリであり、通信部９２２が受信した
アイコン形式の画像を一時的に記憶する。
【００９５】
　記憶部９２１は、クライアント端末装置６００から送信されたアイコン形式の画像を記
憶するＨＤＤ（ハードディスクドライブ装置）やメモリなどの記憶媒体である。
【００９６】
　通信部９２２は、サーバ装置７００とクライアント端末装置６００との通信を媒介する
通信インタフェースであり、クライアント端末装置６００から送信されたアイコン形式の
画像を受信する。
【００９７】
　ＲＯＭ９２３は、通信部９２２の各部を制御するプログラム等の格納用メモリである。
【００９８】
　ＲＡＭ９２４は、プログラムやデータの展開用メモリであり、通信部９２２が受信した
アイコン形式の画像を一時的に記憶する。
【００９９】
　続いて、第２の実施の形態における情報処理システム２０００で行われる実行処理につ
いて説明する。第２の実施の形態にかかる情報処理システム２０００は、画像情報取得部
９１２、シンボル生成部９１３が、クライアント端末装置６００の記憶部９１１に記憶さ
れたデータファイルを用いて各処理を行う点、サーバ装置７００がクライアント端末装置
６００で生成されたアイコン形式の画像を記憶する点のみが第１の実施の形態にかかる情
報処理システム１０００と異なる。そこで、図１０を用いてこれらの処理のみについて説
明する。なお、これらの処理以外の処理については、第１の実施の形態にかかる処理と同
じ処理内容であるため、第１の実施の形態にかかる処理と同一の処理については、同一の
符号を付してその説明を省略している。
【０１００】
　図１０のステップＳ１００１において、画像情報取得部９１２は、記憶部９１１に記憶
されたデータファイルとともにアイコン作成対象となるページが指定されているか否かを
確認し、アイコン作成対象となるページが指定されていることを確認すると（ステップＳ
１００１；Ｙｅｓ）、そのページをデータファイルから取得して、画像イメージに変換し
た上でＲＡＭ２６０に記憶する（ステップＳ１００２）。
【０１０１】
　一方、アイコン作成対象となるページが指定されていないことが確認されると（ステッ
プＳ１００１；Ｎｏ）、画像情報取得部２２０は、さらにデータファイルの拡張子を参照
し、この拡張子を含むデータファイルについてアイコンの作成対象となるページが記憶部
２１０に記憶されているか否かを確認する（ステップＳ１００３）。以降のステップＳ１
００４～Ｓ１００９については、第１の実施の形態におけるステップＳ８０７～Ｓ８１２
の各処理の内容と同一であるためその説明を省略する。
【０１０２】
　その後、アイコン形式の画像がクライアント端末装置６００から送信されると、通信部
９２２は、そのアイコン形式の画像をＲＡＭに記憶した後（ステップＳ１０１０）、記憶
部９２１に記憶する（ステップＳ１０１１）。このステップＳ１０１１の処理が終了する
と、アイコン形式の画像がサーバ装置７００に登録される。図１１は、ユーザが書籍をオ
ークションサイトに出品した場合の例を示す図である。図１１に示すように、ユーザは「
マンガの描き方２」というタイトルの書籍のアイコン形式の画像をサーバ装置７００にア
ップロードし、その後ユーザあるいはユーザではない第３者であっても、図１２に示すよ
うに、クライアント端末装置６００等からサーバ装置７００にアクセスして表示部１３０
等を介して、アイコンを拡大表示させ、さらにページ送りする等して、その内容を確認す
ることができる。
【０１０３】
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　このように、第１または第２の実施の形態によれば、記憶部１２０、記憶部９１１がデ
ータファイルの画像情報と、データファイルの属性をあらわす属性情報とを含むデータフ
ァイルのシンボルを記憶し、表示部１３０が記憶されているシンボルを表示し、受付部１
１０が表示部１３０に表示されているシンボルに対する選択指示を受け付け、表示制御部
１４０が選択指示の受け付けを契機として、シンボルに含まれる複数の画像情報を、表示
部１３０に順次表示させるので、ユーザは所望のデータファイルに対してアクセスするこ
となく容易かつ迅速にそのデータファイルの内容が確認できる。
【０１０４】
　また、第１または第２の実施の形態においては、表示制御部１４０は、選択指示の受け
付けを契機として、シンボルに含まれる複数の画像情報をめくるように表示させるので、
ユーザは所望のデータファイルに対してアクセスすることなくより容易かつ迅速にそのデ
ータファイルの内容が確認できる。
【０１０５】
　さらに、第１または第２の実施の形態においては、記憶部１２０、記憶部９１１は、デ
ータファイルをさらに記憶し、画像情報取得部２２０、画像情報取得部９１２がデータフ
ァイルから複数の画像情報を取得し、シンボル生成部２３０、９１３が複数の画像情報を
所定の大きさに変化させ、変化させた複数の画像情報に基づいてシンボルを生成するので
、ユーザは自ら生成したデータファイルに対しても、そのデータファイルにアクセスする
ことなく容易かつ迅速にその内容が確認できる。
【０１０６】
　また、第１または第２の実施の形態においては、受付部１１０は、キーボードまたはマ
ウスを含み、表示制御部１４０は、キーボードまたはマウスによるシンボルの選択指示の
受け付けを契機として、複数の画像情報を、表示部１３０に表示された複数の前記画像情
報の各画像情報を順次表示させるので、ユーザは簡単な操作によって所望のデータファイ
ルに対してアクセスすることなく迅速にそのデータファイルの内容が確認できる。
【０１０７】
　さらに、第１または第２の実施の形態においては、表示制御部１４０は、選択指示の受
け付けを契機として、シンボルに含まれる複数の画像情報を拡大または縮小するように変
化させるので、ユーザは簡単な操作によって所望のデータファイルに対してアクセスする
ことなくそのデータファイルの内容を容易に確認できる。
【０１０８】
　また、第１または第２の実施の形態においては、表示制御部１４０は、シンボルに含ま
れるデータファイルの属性をあらわす属性情報を表示部１３０に表示させた後、データフ
ァイルの画像情報を表示部１３０に順次表示させるので、データファイルの全ての画像情
報が生成されていない場合であってもユーザはそのデータファイルのシンボルを確認でき
る。
【０１０９】
　また、第１または第２の実施の形態においては、シンボル生成部２３０、シンボル生成
部９１３は、取得した複数の画像情報を所定の大きさに順次変化させ、順次変化させた複
数の該画像情報毎にシンボルを生成するので、データファイルの全ての画像情報が生成さ
れていない場合であってもユーザは途中まで生成された画像情報について速やかにその内
容を確認できる。
【０１１０】
　さらに、第１または第２の実施の形態においては、受付部１１０は、データファイルの
画像情報の指定をさらに受け付け、画像情報取得部２２０、画像情報取得部９１２は、デ
ータファイルの画像情報の中から指定された画像情報のみを取得するので、データファイ
ルの容量が大きい場合であっても、そのデータファイルの内容を容易かつ迅速に確認でき
る。
【０１１１】
　また、第１または第２の実施の形態においては、データファイルの属性をあらわす属性
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情報には、データファイルの種類を示すファイル種類識別情報を含み、記憶部１２０、記
憶部９１１は、ファイル種類識別情報とデータファイルから取得する対象となる画像情報
を示す指定情報とを関連付けて記憶し、画像情報取得部２２０、画像情報取得部９１２は
、ファイル種類識別情報と指定情報とに基づいて、データファイルからファイル種類識別
情報に対応する指定情報で指定された画像情報のみを取得するので、ユーザが取得する対
象となるデータファイルの画像情報をわざわざ指定しなくとも、そのデータファイルの内
容を容易かつ迅速に確認できる。
【０１１２】
　また、第１または第２の実施の形態においては、画像情報取得部２２０、画像情報取得
部９１２は、データファイルの画像情報またはデータファイルの属性を示す属性情報に含
まれる文字列の位置情報を取得する位置情報取得手段と、をさらに備え、表示制御部１４
０は、指定された画像情報または指定情報で指定された画像情報に含まれる文字列と取得
された文字列の位置情報とに基づいて、画像情報に含まれる文字列を強調して前記表示手
段に順次表示させるので、ユーザはそのデータファイルの内容の中で確認したい箇所を容
易かつ迅速に見つけ出すことができる。
【０１１３】
　さらに、第１または第２の実施の形態においては、受付部１１０は、データファイルを
オープンさせる指示を受け付け、記憶部２１０、記憶部９１１は、データファイルを構成
するページとシンボルを構成する画像情報とを関連付けて記憶し、表示制御部１４０は、
データファイルをオープンさせる指示に対応するシンボルに含まれる画像情報に対応する
データファイルを構成するページを表示部１３０に表示させるので、ユーザはシンボルに
よってデータファイルの内容を確認した後に速やかにデータファイルの中でユーザ所望の
箇所にアクセスすることができる。
【０１１４】
　また、第１または第２の実施の形態においては、ネットワークに接続され、通信部２４
０がクライアント端末装置１００からシンボルを生成する要求としてデータファイルを受
信し、通信部２４０が、シンボル生成部２３０が生成したシンボルをクライアント端末装
置１００に送信し、画像情報取得部２２０は、通信部２４０が受信したデータファイルか
ら複数の画像情報を取得するので、ネットワークに接続されたクライアント端末装置から
シンボルの生成要求を受けた場合であっても、データファイルに対してアクセスすること
なくより容易かつ迅速にそのデータファイルの内容が確認できるシンボルをユーザに提供
できる。
【０１１５】
（第３の実施の形態）
　上述した第１または第２の実施の形態においては、クライアント端末装置６００や、サ
ーバ装置２００においてアイコン形式の画像を生成した上で、クライアント端末装置６０
０等にその画像を表示させることとした。しかし、ユーザによってはアイコンを生成する
プログラムをサーバ装置に記憶させ、そのプログラムをダウンロードして複数のクライア
ント端末装置にアイコン形式の画像を生成させたい場合も存在する。そこで、このような
場合には、サーバ装置に記憶されたアイコン形式の画像を生成するプログラムをクライア
ント装置がそのプログラムをダウンロードした後インストールしてアイコン形式の画像を
生成する場合について説明する。
【０１１６】
　図１３は、第３の実施の形態にかかる情報処理システム３０００の構成を示すブロック
図である。第３の実施の形態にかかる情報処理システム３０００は、クライアント端末装
置６５０が組込部１３１２を備えている点で第２の実施の形態にかかる情報処理システム
２０００と異なっている。以下の説明では、上述した第２の実施の形態と同一の構成要素
には同一の符号を付してその説明を省略している。
【０１１７】
　記憶部１３１１は、第２の実施の形態で述べたデータファイル等の各種データを記憶す
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るほか、後述する組込部１３１２がインストールした画像取得、アイコン生成のためのプ
ログラムを記憶する。
【０１１８】
　組込部１３１２は、受付部１１０が画像取得、アイコン生成のためのプログラムのイン
ストール指示の入力を受け付けると、通信部１３１５を介して後述する記憶部１３２１に
記憶された画像取得、アイコン生成のためのプログラムをダウンロードし、ＲＯＭ１３１
２にこれらのプログラムを記憶部１３１１に記憶する。
【０１１９】
　ＲＡＭ１３１３は、プログラムやデータの展開用メモリであり、通信部１３１５が受信
したプログラムを一時的に記憶するＨＤＤ（ハードディスクドライブ装置）やメモリなど
の記憶媒体である。
【０１２０】
　ＲＯＭ１３１４は、組込部１３１１や通信部１３１５等の各部を制御するプログラム等
の格納用メモリである。
【０１２１】
　通信部１３１５は、クライアント端末装置６５０とサーバ装置７５０との通信を媒介す
る通信インタフェースであり、組込部１３１２からのプログラムのダウンロード要求をサ
ーバ装置７５０に送信する。また、通信部１３１５は、サーバ装置７５０から画像取得、
アイコン生成のためのプログラムを受信する。
【０１２２】
　記憶部１３２１は、画像取得、アイコン生成のためのプログラムを記憶するＨＤＤ（ハ
ードディスクドライブ装置）やメモリなどの記憶媒体である。
【０１２３】
　第３の実施の形態における情報処理システム３０００で行われる実行処理については、
図面を用いた説明を省略するが、受付部１１０がユーザからのプログラムダウンロード要
求を受けると、組込部１３１２が通信部１３１５を介してプログラムのダウンロードを行
って記憶部１３１１に記憶し、その後の処理は、第２の実施の形態におけるステップＳ８
０１～Ｓ１００１で行われる処理と同一であり、これらの処理が終了すると、第３の実施
の形態にかかる全ての処理が終了する。
【０１２４】
　このように、本実施の形態にかかる発明によれば、クライアント端末装置６５０は、通
信部１３１５が表示制御部１４０と、画像情報取得部９１２と、シンボル生成部９１３と
、を含むプログラムを提供する要求を送信し、プログラムの要求にしたがって提供される
プログラムを受信し、組込部１３１２が、通信部１３１５が受信したプログラムを記憶部
１３１１に組み込み、受付部１１０は、プログラムを提供する要求の指示を受け付け、通
信部１３１５は、受付部１１０が受け付けたプログラムを提供する要求の指示をサーバ装
置７５０に送信し、サーバ装置２００は、通信部１３２２が、プログラムを提供する要求
の指示を受信し、記憶部１３２１がプログラムを記憶し、通信部１３２２がプログラムを
提供する要求の指示に従って、記憶部１３２１に記憶したプログラムをクライアント端末
装置６５０に送信するので、ネットワークに接続された他の情報処理装置からシンボルの
生成するプログラムの要求を受けた場合であっても、データファイルに対してアクセスす
ることなくより容易かつ迅速にそのデータファイルの内容が確認できるシンボルを生成す
るプログラムをユーザに提供できる。
【０１２５】
　なお、本実施の形態のクライアント端末装置６５０で実行されるプログラムは、ネット
ワークを通じてダウンロードすることとしているが、インストール可能な形式又は実行可
能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ
（Digital　Versatile　Disk）等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録して提
供するように構成してもよい。
【０１２６】
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　本実施の形態のクライアント端末装置６５０で実行されるプログラムは、上述した各部
（画像情報取得部、シンボル生成部等）を含むモジュール構成となっており、実際のハー
ドウェアとしてはＣＰＵ（プロセッサ）が上記ＲＯＭからプログラムを読み出して実行す
ることにより上記各部が主記憶装置上にロードされ、画像情報取得部、シンボル生成部等
が主記憶装置上に生成されるようになっている。
【０１２７】
　なお、上述した実施の形態では、情報処理装置を一例として説明したが、本発明は情報
処理装置に限る必要はなく、コピー機、ファクシミリ、プリンタや、コピー機能、ファク
シミリ（ＦＡＸ）機能、印刷機能、スキャナ機能等を一つの筐体に納めたいわゆるＭＦＰ
（Multi　Function　Peripheral）と称される複合機等の画像形成装置を含む様々な装置
に適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　以上のように、本発明にかかる情報処理装置、シンボル表示方法、シンボル表示プログ
ラムは、データファイルの属性を表示する情報処理装置において、データファイルの内容
を表示する処理を行う際に有用であり、特に、アイコン形式でデータファイルの内容を表
示装置に表示させる技術に適している。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】第１の実施の形態にかかる情報処理システムの構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態にかかるクライアント端末装置の受付部の例を示す図である。
【図３】第１の実施の形態にかかるクライアント端末装置の記憶部に記憶されるデータフ
ァイルの例を示す図である。
【図４】第１の実施の形態にかかるクライアント端末装置の記憶部に記憶されたアイコン
の動作の例の示す図である。
【図５】（ａ）は第１の実施の形態にかかるクライアント端末装置の記憶部に記憶された
アイコンの作成時の状態の例の示す図であり、（ｂ）は第１の実施の形態にかかるクライ
アント端末装置の記憶部に記憶されたアイコンの内容を表示した状態の例の示す図であり
、（ｃ）は第１の実施の形態にかかるクライアント端末装置の記憶部に記憶されたアイコ
ンのページがめくられる状態の例の示す図であり、（ｄ）は第１の実施の形態にかかるク
ライアント端末装置の記憶部に記憶されたアイコンのページがめくられて書籍となった状
態の例の示す図である。
【図６】（ａ）第１の実施の形態にかかるサーバ装置の記憶部に記憶されるアイコンや属
性画像の作成箇所を拡張子と関連付けて記憶する場合の例を示す図であり、（ｂ）は第１
の実施の形態にかかるサーバ装置の記憶部に記憶されるアイコンや属性画像の作成箇所を
文書種別と関連付けて記憶する場合の例を示す図である。
【図７】（ａ）第１の実施の形態にかかるサーバ装置においてページが指定された場合の
アイコン形式の画像が生成される様子の例を示す図であり、（ｂ）は第１の実施の形態に
かかるサーバ装置においてページが指定されない場合のアイコン形式の画像が生成される
様子の例を示す図である。
【図８】第１の実施の形態にかかる情報処理システムにおいてアイコン形式の画像を生成
するまでの実行手順を示すフローチャートである。
【図９】第２の実施の形態にかかる情報処理システムの構成を示すブロック図である。
【図１０】第２の実施の形態にかかる複合機のログファイルに書き込まれる動作結果の例
を示す図である。
【図１１】第２の実施の形態にかかる情報処理システムにおいてアイコン形式の画像を生
成するまでの実行手順を示すフローチャートである。
【図１２】第２の実施の形態にかかる情報処理システムにおいて生成されたアイコン形式
の画像がクライアント端末装置で表示された場合の例を示す図である。
【図１３】第２の実施の形態にかかる情報処理システムにおいて生成されたアイコン形式
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【符号の説明】
【０１３０】
　　１０００　２０００　３０００　情報処理システム
　　１００　６００　６５０　クライアント端末装置
　　２００　７００　７５０　サーバ装置
　　１１０　受付部
　　１２０　９１１　１３１１　記憶部（クライアント端末装置）
　　１３０　表示部
　　１４０　表示制御部
　　１５０　９１４　１３１５　通信部（クライアント端末装置）
　　２００　サーバ装置
　　２１０　９２１　１３２１　記憶部（サーバ装置）
　　２２０　９１２　９１３　画像情報取得部
　　２３０　シンボル生成部
　　２４０　９２２　１３２２　通信部（サーバ装置）
　　１３１２　組込部
　　５００　ネットワーク
　　Ｐ　　　アイコン
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